
国
保
事
業
は
昨
年
度
か
ら

運
営
は
県
に
移
り
、
市
町
村

は
医
療
給
付
事
業
等
に
必
要

な
費
用
に
見
合
う
税
率
を
決

め
、
納
付
金
と
し
て
県
に
支

払
う
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
同
事
業
に
つ
い
て
国
は

医
療
保
険
制
度
の
趣
旨
を
理

由
に
国
保
加
入
者
の
課
税
割

合
を
応
益
と
応
能
で
半
々
に

す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
従

わ
な
け
れ
ば
財
政
的
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
と
し
て
交
付
金
が
削

ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。

市
の
課
税
割
合
も
そ
れ
を

意
識
し
て
改
正
案
で
は
応
益

と
応
能
は
48
対
52
に
す
る
内

容
で
す
。

県
内
で
は
資
産
割
課
税
を

廃
止
す
る
市
町
村
も
出
て
、

県
も
そ
の
方
向
で
す
が
、
市

は
廃
止
す
る
と
応
能
分
で
所

得
割
課
税
と
応
益
負
担
が
増

え
る
た
め
、
資
産
割
課
税
を

継
続
さ
せ
る
案
で
提
案
し
て

い
ま
す
。

引
き
上
げ
で
見

込
ま
れ
る
国
保
の

増
税
分
は
約
９
４

０
０
万
円
で
す
。

低
所
得
者
や
子
育

て
世
代
の
均
等
割

軽
減
を
除
け
ば
実

質
負
担
総
額
は
７

３
０
０
万
円
前
後

に
引
き
下
が
る
見

込
み
で
す
。

29
日
の
総
務
・
教
民
の
合

同
常
任
委
員
会
で
は
値
上
げ

し
な
い
時
の
対
応
に
赤
字
分

を
後
で
税
の
改
正
で
負
担
す

る
繰
上
げ
充
用
と
県
基
金
か

ら
の
借
り
入
れ
方
法
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

田
中
議
員
は
国
保
加
入
９

０
０
０
世
帯
の

約
４
分
の
１
が

所
得
ゼ
ロ
世
帯

負
担
に
耐
え
ら

れ
な
い
。
国
の

財
政
負
担
が
医

療
費
の
５
割
か

ら
医
療
保
険
給

付
費
に
変
更
、

そ
の
改
善
が
必

要
と
指
摘
、
当

面
、
繰
上
げ
充

用
の
採
用
を
提

案
し
ま
し
た
。
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17日（火）午後２時

落合 久三

◎台風19号被害をふ

まえた防災・減災の

抜本的な対策は

①被害原因の把握

と抜本対策の構想

②内水氾濫対策

③避難勧告と住ま

いの再建策

◎国保の都道府県単

位化にともなう今後

の運営は

①一般会計繰入によ

るペナルティー有無

18日（水）午後２時

田中 尚

◎公共交通（鉄道）

の整備は

①ＪＲ山田線の車

両空転等の遅延対策

②ＪＲ・三鉄の利

用促進へ通勤・通学

ダイヤの確保

◎国の「ウッドチェ

ンジ」政策対応は

①山林保全と公共施

設木造化の推進

◎介護保険制度見直

しの対応策は

人
の
う
わ
さ
も

75
日
。
「
桜
」
疑

惑
の
件
で
疑
惑
に

は
本
人
が
説
明
す

べ
き
と
言
っ
た
総

理
自
身
が
逃
げ
回
る
展
開
。

森
友
事
件
の
教
訓
？
▼
信
用

で
き
な
い
、
嘘
を
つ
い
て
い

る
と
多
く
の
人
が
感
じ
て
い

て
も
内
閣
の
支
持
率
は
底
堅

い
。
か
く
し
て
、
選
挙
も
投

票
し
な
い
有
権
者
が
拡
大
。

こ
れ
っ
て
お
か
し
く
無
い
▼

ノ
ー
ベ
ル
賞
生
理
・
医
学
賞

部
門
の
受
賞
者
、
本
庶
佑
医

ほ
ん
じ
ょ
た
す
く

学
博
士
は
勉
強
の
基
本
は
疑

っ
て
見
る
こ
と
か
ら
と
記
者

会
見
で
の
べ
た
。
諦
め
が
一

あ
き
ら
め

番
良
く
な
く
、
賢
さ
の
放
棄

か
し
こ

ほ

う

き

に
つ
な
が
る
▼
内
閣
府
の
官

僚
諸
氏
は
東
大
卒
等
高
学
歴

者
が
名
を
連
ね
る
。
で
も
、

つ

ら

感
じ
る
の
は
悪
賢
さ
。
「
お

わ
る
が
し
こ

主
も
悪
よ
う
の
う
」
の
セ
リ

フ
を
連
想
し
て
は
可
哀
想
か

▼
「
あ
っ
た
も
の
を
、
無
か

っ
た
こ
と
に
は
出
来
な
い
」

と
官
邸
に
抵
抗
し
た
前
川
喜

平
氏
。
官
僚
の
持
つ
べ
き
プ

ラ
イ
ド
が
伝
わ
る
。
民
主
主

義
の
危
機
だ
。
同
時
に
官
僚

の
矜
持
も
問
わ
れ
て
い
る
。

き

ょ
う
じ

来
年
度
国
保
税
引
き
上
げ
を
提
案

各
種
軽
減
前
で
９
４
０
０
万
円
増
収

③
学
校
施
設
の
整
備
に

活
用
可
能
な
制
度

〇
私
立
学
校
施
設
整
備
費
補

助
金
【
文
部
科
学
省
】

④
役
場
庁
舎
の
整
備
に

対
す
る
支
援

〇
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保

全
事
業
「
地
方
財
政
措
置

（
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推

進
事
業
債
）
」
【
総
務
省
】

以
上
が
紹
介
さ
れ
た
主
な

も
の
で
す
。
永
野
氏
は
詳
細

も
林
野
庁
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
い
る
と
し
て
、
活
用
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
国
公
省
と

は
建
築
基
準
法
で
高
層
建
築

物
で
も
構
造
材
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
、
基
準
規
制
の

緩
和
が
中
心
で
す
。
そ
の
背

景
に
は
、
集
成
材
技
術
の
進

歩
に
よ
る
林
製
品
の
向
上
が

あ
り
ま
す
。

宮
古
市
は
川
井
地
域
に
集

成
材
の
民
間
製
造
工
場
が
あ

り
、
「
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
」

政
策
の
進
展
は
、
山
林
の
保

全
だ
け
で
な
く
地
域
経
済
の

貢
献
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

木
材
利
用
の
意
義

意
義
と
し
て
①
ビ
ジ
ネ
ス

効
果
、
②
地
球
温
暖
化
対
策

の
貢
献
、
③
社
会
的
課
題
の

解
決
効
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

①
で
は
工
法
の
工
夫
で
、

低
コ
ス
ト
・
短
工
期
と
な
り

鉄
骨
造
り
と
比
べ
、
木
造
の

方
が
２
割
コ
ス
ト
が
低
い
と

紹
介
、
千
葉
県
の
新
柏
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
…
（
つ
づ
く
）

宮
古
市
は
２
０
２
０
年
度
か
ら
国
保
税
を
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
案
を
12
月
定

例
会
議
に
提
案
し
ま
し
た
。
国
保
財
政
基
金
の
安
定
的
な
保
有
が
目
的
で
す
。

木材利用の３意義

都
市
木
造
化
へ

お
詫
び
と
訂
正

先
週
の
記
事

中
、
桐
田
敦
副
市
長
は
桐
田
教

男
副
市
長
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

一
般
質
問

11
月
27
日
、
「
豊
か
な
三

陸
の
海
を
守
る
会
（
共
同
代

表

横
田
有
平
氏
）
」
は
、

12
月
定
例
会
議
に
「
宮
古
市

に
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込

ま
せ
な
い
条
例
（
仮
称
）
」

制
定
を
求
め
る
「
請
願
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

政
府
は
原
発
か
ら
の
有
害

な
放
射
性
廃
棄
物
を
地
下
３

０
０
ｍ
に
埋
設
す
る
計
画
で

安
定
し
た
地
盤
の
岩
手
県
沿

岸
も
、
そ
の
候
補
地
に
な
っ

て
い
ま
す
。
市
長
が
誰
に
な

っ
て
も
、
そ
の
危
険
を
阻
止

す
る
為
に
は
条
例
が
必
要
で

す
。
共
産
党
か
ら
田
中
尚
、

落
合
久
三
両
市
議
が
紹
介
議

員
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

放
射
性
廃
棄
物
Ｎ
Ｏ

一般質問には13人が通告、共産党市議団
の登壇日と内容は以下のとおりです。

議
会
市
政
調
査
会
（
竹
花

邦
彦
会
長
）
は
10
日
（
火
）

夜
６
時
か
ら
議
員
な
ど
を
中

心
に
学
習
会
を
議
会
委
員
会

室
で
行
い
ま
す
。

講
師
は
「
宮
古
市
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の

㈱
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
代
表
、

大
友
詔
雄
氏
で
す
。

お

お

と

も

の

り

お

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
取
り
組
み
で
学
習
会

課
税
方
式
に
変
化

当
面
は
繰
上
げ
充
用
で

13人が登壇予定

宮古市田老の国保診療所


